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市長定例会見

2026年3月25日



2

～食品系廃棄物の受入量・国内最大に～

東灘処理場でバイオマス受入事業の開始

今日お伝えしたいこと
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下水道におけるSDGsの取り組み

下水汚泥からのリン回収

こうべハーベスト肥料 こうべSDGs肥料

消化ガスの生成

自動車燃料

こうべ再生リンプロジェクト 消化ガスの有効活用

消化ガス発電電力
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東灘処理場

こうべ再生リンプロジェクト

2011年～

消化ガスによる発電

2024年～

水素の製造・供給

2024年～

バイオガスステーション

2008年～
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2024年７月１日 開始

これまでの取り組み

バイオ天然ガス化設備

消化槽

水処理施設

バイオガスステーション 消化ガス

下水汚泥

天然ガス自動車

消化ガス発電事業

電力会社

消化ガス

電力

電力

水素供給事業

水素

こうべバイオガス

水素

電力

水素自動車

こうべ再生リン下水汚泥

バイオマス

食品系廃棄物・木くず等
(実証研究 2011年5月～2021年3月)
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バイオマス受入事業の開始 (2026年４月１日～)

バイオ天然ガス化設備

水処理施設

バイオガスステーション 消化ガス

下水汚泥

天然ガス自動車

消化ガス発電事業

電力会社

消化ガス

電力

電力

水素供給事業

水素

こうべバイオガス

水素

電力

水素自動車

こうべ再生リン下水汚泥

バイオマス受入 本格実施

食品系廃棄物

消化槽
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概要

消化ガス発生量

約 400万m3 /年 約 460万m3 /年

発電量が増加
( 約1,300千kWh/年 )

・バイオマス受入を拡大することで、

有効活用できる消化ガス発生量が増加

食品系廃棄物

バイオマス

受入料金

処分費用

NEW

排出者

事業運営者

神戸市

約８倍

受入れ、破砕し、下水汚泥と混合調整

惣菜・菓子・酒等

・事業運営者が食品系廃棄物を調整し

東灘処理場の消化槽へ投入

下水処理場での
産業廃棄物受入は国内初

バイオマス受入事業
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SDGs貢献への取り組みを進めます

消化ガス発電・水素供給事業

( 2026年４月 開始 )

バイオマス受入事業

△約 3,200 t/年

△ 約 200 t/年

△ 約 600 t/年

バイオガスステーション

東灘処理場全体で約 4,000ｔ/年のCO2削減へ

＜東灘処理場でのCO2削減量＞

( 2024年７月 開始 )
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これからも、SDGsの実現に貢献し続けます

下水道資源の活用のトップランナーとして


